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９
月
定
例
議
会
は
、
８
月
26
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
30
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
や
、条
例
改
正
な
ど
25
件
が
提
案
さ
れ
、審
議
の
結
果
、指
定
管
理
者
の
指
定
（
公

設
宮
代
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
）
と
宮
代
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
は
可
否
同
数
の
た
め
、議
長
裁
決
で
可
決
、同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」
と
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期
救
済

を
求
め
る
意
見
書
」、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
は
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和２年度一般会計決算

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金をはじめ、新型コロナウイルス感染症対策に係る多額の国庫支出
金があったが、その使途については概ね適正に執行されたものと思
う。今後も裁量の範囲が広い財源の活用に当たっては、常に町民の
理解が得られるか否かに留意し、執行していただきたい。
　新型コロナウイルス感染症について、ワクチン接種も進められて
いるが、新たな変異株の発生もあり、現在でも感染拡大は収まって
いない。この影響が長引くことにより経済の低迷が長期化し、今後
の行財政運営はより厳しさを増すことが予想される。そのため、今
後も一層の歳入確保と経常経費の節減に努めるとともに、選択と集
中により各種事務事業を効率的に執行し、最小の経費で最大の効果
をあげるように、なお一層努力されることを要望する。

審査意見（抜粋）� 監査委員　新
しん
祖
そ
　章
あきら
�氏

私
た
ち
の
税
金
は

決
算
特
別
委
員
会
で
検
証

ど
う
活
か
さ
れ
た
か

９月定例議会
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ム
１
７
７
人
。

　
顧
問
弁
護
士
委
託
事
業
が
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
。

　

町
民
相
談
73
件
、
町
の
相
談
19
件
、

個
別
事
案
対
応
の
た
め
、
委
任
契
約
を

締
結
し
、
町
の
円
滑
な
業
務
遂
行
の
確

保
に
努
め
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。
使
途

を
具
体
的
項
目
に
で
き
な
い
か
。

　

金
額
で
は
県
内
順
位
21
番
目
。
具

体
的
事
業
に
対
し
て
賛
同
を
得
る
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
的
な
仕
組
み
の

検
討
も
し
て
い
き
た
い
。

広
報
み
や
し
ろ
は
、行
き
渡
っ
て
い
る
か

　
広
報
み
や
し
ろ
の
配
布
部
数
は
。

　

緊
急
事
態
宣
言
中
は
、
町
か
ら
郵

送
で
１
万
5
０
０
０
部
全
戸
配
布
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
の
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
。

　

小
中
学
生
の
回
収
率
は
93
～
94
％
、

一
般
町
民
か
ら
の
回
収
率
は
52
％
で
意

識
調
査
を
実
施
し
、
プ
ラ
ン
に
反
映
す

る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
な
っ

た
が
、
雇
用
数
は
。

　

令
和
2
年
度
任
用
数
は
、
１
８
９

人
。
フ
ル
タ
イ
ム
12
人
、
パ
ー
ト
タ
イ

主な使いみち

●男女共同参画社会推進事業　　　　  187万円

●ふるさと納税管理事業 2,107万円

�●庁舎管理事業 7,611万円

�●広聴・広報事業 1,214万円

 ● O Ａ管理事業 1億2,543万円

●歳入の内訳
　151億7,660万円（前年度比40.8％増）

●歳出の内訳
　145億6,616万円（前年度比42.4％増）

■歳出の性質別内訳

国庫支出金
（34.2%）
51億8,616万円

その他（2.8%）
４億3,673万円

諸収入（1.4%） ２億1,836万円繰越金（3.6%） ５億4,958万円
繰入金（3.7%） ５億6,487万円

町税（25.5%）
38億6,002万円

地方交付税（14.7%）
22億1,916万円

県支出金（5.3%）
７億9,857万円

町債（4.7%）
　７億1,486万円

地方消費税交付金
（4.1%）6億2,829万円

入ってきたお金
151億7,660万円

総務費
（34.9%）
50億8,942万円

民生費（28.5%）
41億5,294万円

教育費（9.1%）
13億2,578万円

土木費（7.9%）
11億4,341万円

衛生費（6.1%）
８億9,566万円

農林水産業費（1.7%）
２億4,105万円

消防費（3.9%） ５億6,268万円
公債費（5.6%）
８億1,766万円

その他（0.7%）
１億299万円

商工費（1.6%）
２億3,457万円

使ったお金
145億6,616万円

補
助
費

出
資
金

補
修
費

維

持

積
立
金

公
債
費

事
業
費

普
通
建
設

繰
出
金

物
件
費

人
件
費

扶
助
費

60
（億円）

0
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54
億
２
６
４
２
万
円（
37.3
%
）

３
０
０
０
万
円（
0.2
%
）

６
３
０
８
万
円（
0.4
%
）

３
億
６
７
３
４
万
円（
2.5
%
）

８
億
１
７
６
５
万
円（
5.6
%
）

９
億
８
８
９
１
万
円（
6.8
%
）

12
億
４
５
４
９
万
円（
8.5
%
）

16
億
９
１
７
５
万
円（
11.6
%
）

18
億
１
３
６
１
万
円（
12.5
%
）

21
億
２
１
６
２
万
円（
14.6
%
）

■扶助費…�社会保障制度の一環として児童、高齢者、障が
い者、生活困窮者などに対する支援に要する経費

■物件費…�消費的性質の経費の総称（報償費、旅費、需用費、
役務費、備品購入費、委託料などの経費）

■繰出金…�国保、介護、後期高齢者医療など特別会計に支
出される経費

総務・財政

●令和２年度一般会計決算

分　　　　野 寄付金額

農のあるまちづくりに関する事業 1,089万円

子どもたちの未来に関する事業 1,523万円

市民活動支援に関する事業 75万円

宮代の桜を大きく育てていく事業 167万円

宮代の歴史文化を後世に伝える事業 93万円

観光や町のＰＲに関する事業 84万円

みやしろにぎわいプロジェクト 42万円

その他まちづくり全般 1,482万円

合　　　　　　計 4,554万円

いただいた寄付の概要

3 2021年（令和３年）９月定例議会



宮代消防団の訓練風景

農業経営参入　東地内 2.2 ヘクタール

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
が
な
い
状

況
。
周
知
、
活
用
促
進
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
医
療
施
設
応
援

給
付
金
の
申
請
、
支
給
結
果
は
。

　

医
療
診
療
20
、
歯
科
５
、
薬
局
３

の
計
28
施
設
。

　
健
康
教
室
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
所
で
行
う
こ
と
は
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
可
能
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
5
人
受

け
て
い
る
が
。

　

積
極
的
勧
奨
は
控
え
て
い
る
が
、

対
象
者
に
通
知
を
郵
送
し
た
。

　

新
し
い
村
魅
力
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
を

検
討
す
る
中
で
、
今
後
、
検
討
課
題
と

し
た
い
。

　
東
武
動
物
公
園
駅
東
口
周
辺
整
備

事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
は
。

　

駅
前
広
場
の
街
路
事
業
で
用
地
交

渉
は
、
令
和
2
年
度
新
た
に
５
件
の
契

約
。
県
道
拡
幅
に
つ
い
て
は
16
件
契
約

し
た
。
進
捗
率
14
％
。

　
耐
震
改
修
工
事
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
の
補
助
制
度
は
使
わ
れ
た
か
。

　

耐
震
改
修
工
事
は
１
件
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
撤
去
は
、
２
件
利
用
さ
れ
た
。

消
防
団
員
の
高
齢
化
進
む
、早
期
補
充
を

宮
代
町
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
経
営
体
と
は

　
消
防
団
詰
所
の
環
境
は
整
っ
て
き

た
が
、
高
齢
化
が
進
む
消
防
団
員
、
新

規
団
員
補
充
を
。

　

令
和
3
年
4
月
現
在
で
団
員
は
91

人
。
7
人
の
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
早

急
に
補
う
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
自
転
車
対
策
事
業
が
増
額
に
な
っ

た
の
は
。

　

和
戸
駅
第
１
・
和
戸
駅
第
２
、
姫

宮
駅
西
口
の
駐
輪
場
に
7
台
の
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
た
め
。

　
定
住
促
進
の
た
め
に
も
、
空
き
家

バ
ン
ク
推
進
状
況
は
。

　
担
い
手
経
営
体
が
百
間
地
区
21
経

営
体
、
須
賀
地
区
15
経
営
体
と
あ
る
が

具
体
的
に
は
21
人
、
15
人
か
。

　

農
家
個
人
で
な
く
、
農
業
法
人
も

含
ま
れ
、
百
間
地
区
３
会
社
、
須
賀
地

区
４
法
人
も
参
入
し
て
い
る
。

　
ア
ピ
ー
ル
が
大
切
だ
が
、
メ
イ
ド

イ
ン
宮
代
を
ど
う
Ｐ
Ｒ
し
た
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
、

全
国
Ｐ
Ｒ
し
、
周
知
を
図
っ
た
。

　
新
し
い
村
、
育
苗
施
設
の
女
子
ト

イ
レ
は
で
き
た
が
、
町
民
が
い
つ
で
も

使
え
る
ト
イ
レ
が
必
要
で
は
。

主な使いみち

●清掃総務事業 ４億9,166万円

 ●消防総務事業 ５億6,268万円

●自転車対策事業 677万円

●保健予防事業 １億1,289万円

●母子保健事業 2,754万円

主な使いみち

●新しい村管理運営事業  3,865万円

 ●都市計画道路整備事業  6,709万円

●東武動物公園駅東口周辺整備事業 　１億6,848円

●農業生産基盤整備推進事業 1,881万円

 ●商工業振興事業 1億8,739円

生活・保健

商工・建設

●令和２年度一般会計決算

4みやしろ議会だより No.120



コロナ禍でも開催できた成人式（東武動物公園 1 月 10 日）

が
、
難
し
い
役
割
な
の
か
。

　

地
域
で
推
薦
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、

地
域
の
見
守
り
、
高
齢
者
の
見
守
り
な

ど
、
町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
。

　
県
内
初
と
な
る
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド

「
東
武
動
物
公
園
」
で
の
成
人
式
だ
っ

た
が
参
加
率
は
。

　

２
０
２
人
参
加
で
58
％
。

　
不
登
校
対
策
は
十
分
か
。

　

さ
わ
や
か
相
談
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
相
談
員
、
教
育
相
談
員
が
フ
ォ
ロ
ー

に
努
め
、
支
援
し
て
き
た
。

学
童
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
図
ら
れ
た
か

　
学
童
保
育
運
営
が
指
定
管
理
者
に

な
っ
た
が
、
評
価
は
。

　

平
日
の
閉
所
時
間
が
19
時
ま
で
、

休
日
は
7
時
30
分
か
ら
開
所
に
な
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
教
室
、
理
科
実
験
教
室
、
マ

ジ
ッ
ク
鑑
賞
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　
病
児
保
育
が
始
ま
っ
た
が
。

　

令
和
2
年
度
の
病
児
・
病
後
児
保

育
は
、
病
後
児
7
人
の
み
だ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
利
用
制
限
を
し
て
い
た
た
め

少
な
か
っ
た
。

　
民
生
委
員
の
欠
員
が
続
い
て
い
る

主な使いみち

●小学校施設管理事業 ２億3,600万円

●中学校施設管理事業 １億2,556万円

●障害者総合支援事業 ６億9,449万円

●学童保育所運営事業 １億3,324万円

●みんなで子育て！こども未来事業　 　　  768万円

福祉・教育

●令和２年度一般会計決算

小中学校の統廃合は撤回するべき
丸藤栄一 議員

①消防署中島出張所の廃止は認められない。
②いじめが発生しているが、対応が遅い。
③町の女性幹部職員の比率が極端に低い。
④財政構造の「経常収支比率※」が高すぎる。
⑤空き家が増えており、条例の制定が必要。

迅速な感染症対策、安心・安全な政策実施
泉伸一郎 議員

◆新生児への商品券支給、ひとり親家庭への
臨時給付金、中小企業者支援金などの感染症
対策事業はありがたい。公共施設の対策工事
や衛生用品、備品の購入も早急な対応であっ
た。笠原地区浸水対策も評価する。

コロナ禍での事業見直しを評価
塚村香織 議員

◆長引くコロナ禍で、各課事業の中止や次期
開催に備えた見直しが進められたことを確認
した。多様な声に対応できる柔軟な支援の仕
組みを作り、枠にとらわれない、本質に視点
を置いた事業運営を要望し賛成する。

歳入努力を評価し賛成する
西村茂久 議員

◆本決算の歳入について町税収入が町たばこ
税を除き全税目計で約 1億円増収になった
徴収努力は評価する一方、歳出については多
くの事業で十分な成果が出せず課題を残した
が、コロナ禍の状況を勘案し、本案に賛成する。

適正配置計画は地域の声を聴いて
山妙子 議員

◆決算のため賛成。子育て支援は取り組みを
評価する。人権についての研修はリモートを
活用し、コロナ禍でもしっかりと取り組んだ。
中学校統廃合について、財政でなく、請願の
持つ意味と地域、将来通う子供の声を聴いて。

反対です

賛成です

討
論

討
論

※�経常収支比率とは 地方税、地方交付税、譲与税・交付金などの経常的な一般財源が、
どの程度経常的な経費に充てられているかを示す指数のこと。5 2021年（令和３年）９月定例議会



依
然
と
し
て

国
保
財
政
は
厳
し
い

　

監
査
委
員

新
祖　

章　

氏

　

歳
入
確
保
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
滞
納
繰
越
分

は
納
税
相
談
を
実
施
す
る

な
ど
徴
収
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
で
、収
納
率
が
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
ま
し

た
。

　

被
保
険
者
数
は
令
和
元

年
度
の
７
９
０
８
人
に

対
し
て
７
６
０
８
人
、
率

に
し
て
３
・
８
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し

て
国
保
財
政
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、「
第

２
期
宮
代
町
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
」
ス
タ
ー
ト

の
年
度
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
保
健

事
業
を
効
果
的
に
推
進

し
、
被
保
険
者
の
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、

適
正
な
事
務
事
業
の
執

行
を
要
望
し
ま
す
。

主
な
質
疑

　

将
来
に
向
け
て
国
保
事

業
を
健
全
に
や
っ
て
い
く
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
埼
玉

県
運
営
と
な
り
、
最
終
的
に

は
令
和
９
年
度
に
県
内
統
一

さ
れ
る
予
定
。
国
保
の
健
全

財
政
の
運
営
に
向
か
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

保
険
税
の
収
納
率
は

87
・
７
％
。
残
り
の
12
・
３
％

が
滞
納
も
し
く
は
不
納
欠
損
、

人
数
は
何
人
か
。

　

現
年
度
課
税
分
の
収

納
率
は
95
・
５
％
。
滞
納
繰

越
分
32
・
９
％
。
現
年
度
課

税
分
と
滞
繰
分
で
合
わ
せ

て
収
納
率
が
87
・
７
％
。
不

納
欠
損
は
72
件
、
３
６
１
万

円
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
収
入
は
。

　

所
得
３
０
０
万
円
以
下

の
世
帯
及
び
世
帯
員
２
人

以
下
の
世
帯
が
75
％
と
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
所

得
は
多
く
は
な
い
。

　

軽
減
税
額
は
申
請
か
、

そ
れ
と
も
自
動
的
に
こ
の
区

分
に
分
か
れ
て
徴
収
か
。

　

所
得
状
況
は
確
認
し
て

い
る
の
で
、
軽
減
後
の
金
額

で
通
知
を
送
付
す
る
。

　

薬
剤
費
軽
減
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
効
果
は
。

　

数
量
シ
ェ
ア
が
国
保
連

合
会
か
ら
出
て
い
る
。
宮

代
町
は
令
和
２
年
度
は
78
・

５
％
。

の延伸を目指して

①�

国
に
対
し
計
画
的
に

国
庫
補
助
金
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。

②�

子
供
に
対
す
る
均
等

割
を
非
課
税
に
す
る

こ
と
。

③�

今
後
、
一
般
会
計
よ

り
繰
り
入
れ
を
増
や

し
、
国
保
税
を
引
き

下
げ
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

山
下 

秋
夫 

議
員

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険

〈
賛
成
10
、
反
対
２
〉

［
歳
入
］36
億
２
３
４
３
万
円

［
歳
出
］35
億　
　

８
６
万
円

　

町
の
総
世
帯
数
は
毎
年

増
加
し
て
い
る
中
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
は
減
少
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

歳
入
総
額
は
前
年
度
比

７
・
２
％
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
主
要
な
財
源
で
あ
る

国
民
健
康
保
険
税
は
、
被
保

険
者
の
減
少
に
伴
い
前
年

度
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

町
の
保
険
給
付
費
の
支
払

い
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る

普
通
交
付
金
は
、
減
収
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
一
般
被
保
険
者

の
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
受
診
控
え
に
よ

り
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

令和２年度特別会計・企業会計

また開催してほしい福祉運動会
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さ
く
大
口
の
事
業
者
も
少
な

い
。
地
下
水
の
水
質
も
あ
ま

り
良
好
で
な
い
こ
と
で
、
薬

品
の
処
理
費
も
か
か
る
し
、

施
設
の
老

朽
化
も
進

ん
で
い
る
。

ほ
か
の
事

業
体
と
は

少
し
性
質

も
違
う
。

下
水
道
事
業
会
計

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

●
収
益
的
収
支　
（
税
抜
き
）

［
収
入
］11
億
４
５
２
７
万
円

［
支
出
］10
億
９
０
２
１
万
円

［
純
利
益
］］
　

��　

５
５
０
６
万
円

　

純
利
益
は
、
減
債
積
立
金

に
積
み
立
て
。

●
資
本
的
収
支　
（
税
込
み
）

［
収
入
］５
億
１
７
４
５
万
円

�

（
企
業
債
を
除
く
）

［
支
出
］５
億
７
８
２
６
万
円

［
不
足
額
］
　
　

�

６
０
８
１
万
円

　

不
足
額
は
、
当
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん

及
び
翌
年
度
企
業
債
を
充
当
。

介
護
保
険

〈
賛
成
10
、
反
対
２
〉

［
歳
入
］31
億
７
１
２
９
万
円

［
歳
出
］29
億
１
５
２
７
万
円

　

令
和
２
年
度
は
、
65
歳

以
上
の
第
１
号
被
保
険
者

が
、
町
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
32
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
要
介
護
等
認

定
者
は
１
７
１
０
人
で
、

認
定
者
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

　

要
介
護
に
な
る
ま
で
の

予
防
と
い
う
よ
う
な
、
運
動

を
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
こ

と
は
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
ご
相
談
を
受
け

て
、
そ
の
方
に
合
っ
た
体
を

動
か
す
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
、
プ
ラ
ン
の
作
成
と
い

う
の
も
で
き
る
。
要
介
護
認

定
の
一
歩
手
前
と
し
て
、
要

支
援
と
い
っ
た
認
定
も
あ
る
。

　

地
域
交
流
サ
ロ
ン
は

行
っ
て
楽
し
い
と
思
わ
な
い

と
、
来
る
人
が
長
続
き
し
な

い
。
28
か
所
の
交
流
サ
ロ
ン

は
、
月
に
何
回
ぐ
ら
い
開
催

し
て
い
る
の
か
。

　

月
１
回
と
２
回
が
ほ
と

ん
ど
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給

付
事
業
の
件
数
の
減
少
は
。

　

昨
年
の
２
月
ぐ
ら
い
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
大
き
く
、
利
用
を
控

え
る
と
い
っ
た
傾
向
が
見
ら

れ
る
。

健康寿命

後
期
高
齢
者
医
療

〈
賛
成
10
、
反
対
２
〉

［
歳
入
］５
億
３
０
７
６
万
円

［
歳
出
］５
億
２
６
６
０
万
円

主
な
質
疑

　

保
険
料
が
増
額
し
て
い

る
の
で
は
。

　

令
和
２
年
度
の
１
人
当

た
り
の
調
定
額
は
、
７
万
４

９
３
２
円
。
元
年
度
は
、
１

人
当
た
り
調
定
額
７
万
２
２

４
５
円
と
い
う
こ
と
で
、
前

年
度
比
で
３
・
７
％
増
と
な

る
。

水
道
事
業
会
計

〈
賛
成
10
、
反
対
２
〉

●
収
益
的
収
支　
（
税
抜
き
）

［
収
入
］７
億
６
８
４
１
万
円

［
支
出
］６
億
８
３
７
８
万
円

［
純
利
益
］］
　

��　

８
４
６
３
万
円

　

純
利
益
は
、
建
設
改
良
積

立
金
に
積
み
立
て
。

●
資
本
的
収
支　
（
税
込
み
）

［
収
入
］２
億
３
９
９
７
万
円

［
支
出
］５
億
５
８
５
６
万
円

［
不
足
額
］］３
億
１
８
５
９
万
円

　

不
足
額
は
、
建
設
改
良
積

立
金
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
。

主
な
質
疑

　

老
朽
管
更
新
な
ど
に
伴

う
配
水
管
布
設
替
え
工
事
は
、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
計
画
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
て
、
年
間
約
４
億
４
０

０
０
万
円
の
工
事
費
を
か
け

て
整
備
し
て
い
く
。

　

料
金
が
高
い
の
で
は
。

　

本
町
は
行
政
規
模
が
小

　

本
年
８
月
よ
り
制
度

が
改
正
さ
れ
、
介
護
保
険

加
入
者
で
低
所
得
者
の

食
費
、
居
住
費
が
負
担
増

と
な
る
。
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
窓
口
負
担
も
１

割
か
ら
２
割
に
引
き
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

山
下 

秋
夫 

議
員

反
対
討
論

地域で行なわれている健康体操
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福祉医療センター
選定結果に質疑が集中 !

２
名
は
共
栄
大
学
の
経
営

学
部
の
教
授
、
も
う
１
人

は
幸
手
保
健
所
の
所
長
。

他
に
町
職
員
３
名
、
公
募

の
市
民
２
名
と
な
っ
て
い

る
。

　

指
定
期
間
を
10
年
と

し
た
理
由
は
。

　

従
来
の
５
年
以
内
を

原
則
と
し
つ
つ
、
雇
用
や
設

指
定
管
理
者
の
指
定

〈
議
長
裁
決
で
可
決
〉

主
な
質
疑

　

選
定
委
員
の
構
成
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

施
設
利
用
の
代
表
者

１
名
は
六
花
の
運
営
懇
話

会
の
代
表
の
方
。
識
見
者

備
投
資
、
新
し
い
事
業
を

期
待
し
て
長
く
設
定
し
た
。

　

今
回
の
指
定
管
理
者

の
評
価
は
、
１
０
０
点
満

点
の
約
半
分
の
51
点
で
は

な
い
か
、
結
果
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

　

指
定
管
理
の
評
点
は

50
点
を
標
準
点
と
し
て
い

る
の
で
、
標
準
的
な
機
能

を
具
備
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

公
設
宮
代
福
祉
医
療

セ
ン
タ
ー
六
花
は
収
支
の

関
係
、
経
営
面
で
大
変
厳

し
い
と
い
う
理
由
で
、
昨

年
、
１
年
間
指
定
管
理
の

期
間
を
延
長
し
た
が
、
も

う
全
く
心
配
な
い
の
か
。

　

理
由
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
け

で
あ
る
。
そ
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
経
営
努
力
に

よ
り
、
結
果
的
に
は
、
黒

字
化
し
て
い
る
の
で
、
施

設
と
し
て
は
問
題
な
い
と

理
解
を
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
県
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

検
査
を
行
う
診
療
・
検
査

医
療
機
関
の
募
集
を
し
た

が
、
公
設
宮
代
福
祉
医
療

セ
ン
タ
ー
六
花
は
そ
れ
に

応
え
な
か
っ
た
こ
と
に
対

し
、
町
民
か
ら
批
判
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
。

　

公
設
宮
代
福
祉
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
診
療
所
と
同

時
に
老
人
保
健
施
設
や
通

所
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
介
護

の
分
野
に
お
い
て
も
、
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
機
能
を
止
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
現
状
の

ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。

　

六
花
が
設
置
さ
れ
て

18
年
経
過
す
る
が
、
い
ま

だ
に
診
療
時
間
の
延
長
、

休
日
・
夜
間
診
療
も
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
で
発
熱
外
来
も

診
て
も
ら
え
な
い
で
は
、

公
設
と
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
町
民
の
要
望
に

応
え
る
べ
き
で
は
。

　

で
き
れ
ば
発
熱
外
来

と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
対

最
終
日
の
９
月
24
日
、「
指
定
管
理
者
※
の
指
定
」
に

つ
い
て
本
会
議
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
公
設
宮
代
福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー
の
選
定
結
果
に
つ
い
て
、
集
中
的
に
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
賛
成
６
、
反
対

６
の
可
否
同
数
の
た
め
、
議
長
裁
決
に
よ
り
可
決
し
ま

し
た
。

●
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設
の
名
称

　

公
設
宮
代
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー

●
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
団
体
の
名
称
・
所
在
地

　

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
～
６
～
３

●
指
定
の
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
14
年
３
月
31
日
ま
で
の
10
年
間

※ 指定管理者とは ２００３年（平成15年）、地方自治法に導入された「公の施設の管理・
運営を営利企業や財団法人、NPO法人などに代行させることができる」こと。

公設宮代福祉医療センター「六花」
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公設宮代指定管理者
の 指 定

応
は
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。
あ
く
ま
で

も
町
民
の
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
対
応
し
て
い
け
る

よ
う
、
六
花
と
交
渉
を
続

け
て
い
き
た
い
。

　

18
年
の
総
括
抜
き
で

期
待
で
き
る
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
の
か
。

　

毎
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
実
施
し
、
過
去
１
年

間
の
指
定
管
理
の
成
果
と
、

課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
公
表
し
て
い
る
。

　

町
民
の
願
い
を
か
な

え
る
た
め
に
、
六
花
を
ど

の
よ
う
に
育
て
て
い
く
の

か
。

　９月定例議会では、新型コロナ
ウイルス感染症対策などの関係に
より、令和３年度一般会計補正予
算が全部で４件（専決処分を含む）
提出されました。審議の結果、す
べて承認、可決しました。
　主な事業名と補正額を紹介しま
す。

●新型コロナウイルスワクチン
　接種事業� 　1億 9,133 万円
●町議会議員補欠選挙執行事業
� 　579 万円
●防災活動事業� 　218 万円
●�児童福祉対策事業
　�（保育所新設に要する経費に対す
る補助金の交付）
� 　�1 億 3,268 万円
●福祉医療センター運営事業
　� 　217万円
●教育支援センター設置事業
　�（教育支援センター設置に伴う
改修工事などの実施）
� 　1,765 万円
●�保健予防事業
　�（新型コロナウイルス感染症によ
り自宅療養者となった方に対す
る食料など支援の実施）
� 　150 万円
●�水田農業構造改革対策事業
　�（次期主食用米作付応援事業補助
金の交付）� 　1,030 万円

●�商工業振興事業（事業者・お店
支援金の給付や相談窓口の継続
実施）� 　3,489 万円

　

町
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
、「
六

花
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
、
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
の
地
域

医
療
の
役
割
を
き
ち
ん
と

果
た
し
て
い
け
る
よ
う
に

し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
１
つ

を
見
て
も
、
県
の
診
療
・

検
査
医
療
機
関
の
指
定

を
受
け
な
い
な
ど
、
町
民

の
期
待
に
応
え
た
も
の

に
な
っ
て
い
な
い
。

　

指
定
管
理
に
お
い
て

は
、
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー

の
自
立
促
進
と
町
財
政

的
に
負
担
の
軽
減
を
図

る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら

町
の
取
り
組
む
姿
勢
を

評
価
す
る
。

　

選
定
委
員
会
の
地
域
医

療
振
興
協
会
に
対
す
る
評

価
は
釈
然
と
し
な
い
。
評

価
結
果
は
１
０
０
分
の
51

点
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た
評

価
に
な
っ
た
の
か
、
納
得

で
き
な
い
。

　

指
定
の
期
間
が
10
年

と
い
う
の
は
長
い
と
感

じ
て
い
る
。

　

町
民
が
思
っ
て
い
る

公
設
の
意
味
を
実
現
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
あ
え

て
反
対
と
す
る
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

⻆
野 

由
紀
子 

議
員

西
村 

茂
久 

議
員

山 

妙
子 

議
員

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

一般会計補正予算  

公設宮代福祉医療センター「六花」

ワクチン接種会場（進修館）

9 2021年（令和３年）９月定例議会



本会議の様子

　一般質問は８月31日、９月１日、２日の３
日間で行いました。
　12人の議員が登壇し、新型コロナウイルス
対策、小中学校の適正配置、和戸駅周辺関係な
ど45項目にわたり、町の考えをただしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁ともに質
問者がまとめたものです。

通告順(発言順)の記載でなく、抽選順としています。

白  白抜きの数字は掲載された質問。それ以外は紙面の都合により掲載できなかったものです。

一般質問項目一覧
１. 金子�正志�議員� ………………………………�P11
❶�中学校の適正配置
❷�第5次宮代町総合計画
❸�町長報酬20％削減の継続を
④�合併に関する対話集会

２. 合川�泰治�議員� ………………………………�P12
❶�姉妹・友好都市の提携をどう考えているか
②�新型コロナウイルスワクチン接種の現況は
③�事業効果を的確に
❹�新井町政の2期目は何をするのか

３. 丸藤�栄一�議員� ………………………………�P13
❶�新型コロナウイルス感染症対策
❷�水害対策

４. 小河原�正�議員� ………………………………�P14
❶�総合病院の誘致
②�新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めかから
ず

❸�小中学校の適正配置

５. 土渕�保美�議員� ………………………………�P15
❶�スマホキャッシュレス決済ポイント付与キャン
ペーン

❷�対面接客事業者への感染予防対策補助金
❸�新型コロナウイルスワクチン接種
❹�東京2020オリンピック

６. 山下�秋夫�議員� ………………………………�P16
❶�インターネット普及のためにWi－Fi設備を公民
館などに設置を、並びに経済的に困難な世帯に
無料で貸し出しを

❷�生活困窮世帯に7・8・9月分のエアコン電気代
の一部補助を

❸�町道第61号線の白岡市との境界にある橋が狭い
ために危険な状況にあるが、改善を

❹�宮代郵便局前の歩道の進捗状況は

７. 塚村�香織�議員� ………………………………�P17
❶�LGBTQ(セクシャルマイノリティ )への環境整
備

❷�住民サービス向上のための取り組み

８. 泉�伸一郎�議員� ………………………………�P18
❶�新型コロナウイルス感染症に備えた町の対策
❷�地域気象防災支援の取り組み
❸�すてっぷ宮代
❹�東小学校の校舎増築工事

９. 西村�茂久�議員� ………………………………�P19
①�広報みやしろ8月号に見えるコロナ禍に対する
町の姿勢

❷�和戸駅西口の問題
③�屋外喫煙所の設置
❹�循環バスの相互乗り入れ

10. ⻆野�由紀子�議員� ……………………………�P20
❶�防災対策、避難所
❷�通学路の安全確保
❸�企業版ふるさと納税の活用は
❹�３歳児視力検査、早期発見のため

11. 山�妙子�議員� ………………………………�P21
①�GIGAスクールの取り組みの状況と反応
❷�ヘルプマークの普及啓発のために配布窓口の増
加

③�役場・進修館の駐車場
❹�循環バスの乗り継ぎ料金割引制度
❺�窓口対応や電話対応の研修の必要性
❻�適正配置計画

12. 川野�武志�議員� ………………………………�P22
❶�御成街道と東武伊勢崎線との立体交差化事業
❷�定住促進
❸�万願寺橋通り線と須賀上交差点
❹�和戸駅周辺の土地利用検討エリア

町政をただす町政をただす
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一 問質般

３
万
４
０
０
０
人
目
標

を
達
成
す
る
。

町
長
報
酬

歴
代
町
長
は
報
酬
を

20
％
削
減
し
て
財
政
再

建
に
取
り
組
ん
だ
。
新

井
町
長
は
満
額
に
引
き

上
げ
た
。
引
き
上
げ
た

金
額
相
当
を
、
退
職
金

額
か
ら
差
し
引
く
考
え

は
。町

長
差
額
は
４
年
間
で
９

８
０
万
円
。
退
職
金
は

任
期
ご
と
に
市
町
村
事

務
組
合
か
ら
支
給
さ
れ

る
。

都
市
計
画
図
を
見
る

と
、
宮
代
町
、
杉
戸
町

の
市
街
化
区
域
が
隣
接

し
て
い
る
。
中
学
校
の

適
正
規
模
と
通
学
距
離

は
。
両
方
を
満
た
す
た

め
に
杉
戸
町
と
宮
代
町

が
協
力
す
る
と
、
須
賀

中
学
校
を
存
続
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
両
町
に
と
っ

て
理
想
的
な
適
正
配
置

を
行
う
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
町
の
考
え
は
。

教
育
推
進
課
長

学
校
規
模
は
、
法
令

上
12
～
18
学
級
が
標
準

規
模
と
し
て
定
め
ら
れ

て
い
る
。
審
議
会
の
答

申
で
も
、
12
～
18
学
級

が
適
正
な
学
校
規
模
で

あ
る
と
の
提
言
。

通
学
距
離
は
、
法
令

上
は
概
ね
６
㎞
以
内
が

適
正
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
審
議
会
の
答
申

で
は
半
径
４
㎞
以
内
が

妥
当
で
あ
る
と
の
提
言
。

市
町
村
教
育
委
員
会

の
権
限
は
、
当
該
市
町

村
内
に
限
ら
れ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
の
学
校
を

通
学
区
域
と
し
て
設
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
５
次
総
合
計
画
の

人
口
計
画
は
甘
い

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
日
本
の
少
子
化
が

早
ま
っ
て
い
る
。
総
合

計
画
で
の
人
口
見
通
し

は
甘
く
、
見
直
し
を
急

ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

既
存
市
街
地
の
魅
力

を
高
め
、
市
街
化
区
域

内
の
農
地
、
未
利
用
地

約
53
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

効
果
的
に
活
用
し
て

同じ自治体になり、理想的な通学区を

金
かねこ

子�正
ただ し

志�議員

２
町
協
力
し
て
中
学
校
の
適
正
配
置
を

他
の
自
治
体
を
通
学
区
域
に
設
定
で
き
な
い

学校がなくなると地域は衰退する

録画配信
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拡
大
、
町
立
保
育
園
の

時
間
延
長
の
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
渦
で
経
済
的
影
響

を
受
け
た
世
帯
に
向
け

た
保
育
料
区
分
の
見
直

し
な
ど
時
代
の
変
化
や

そ
の
時
々
の
町
民
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

一
つ
ひ
と
つ
、
丁
寧
か

つ
大
胆
に
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

総
合
計
画
を
、
一
緒
に

取
り
組
む
総
合
計
画
と

い
っ
た
局
面
に
し
た
い
。

ま
た
、
総
合
計
画
以

外
で
も
和
戸
横
町
地
区

の
物
流
施
設
の
整
備
に

伴
う
避
難
所
や
物
資
提

供
に
向
け
て
の
防
災
力

強
化
の
取
り
組
み
、
学

校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

推
進
、
子
ど
も
医
療
費

の
高
校
生
ま
で
の
対
象

姉
妹
・
友
好
都
市
の

提
携
を

町
民
生
活
課
長

平
成
23
年
に
栃
木
県
、

群
馬
県
、
福
島
県
な
ど

１
４
９
の
自
治
体
に
対

し
て
防
災
協
定
の
可
能

性
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
検

討
を
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
複
数
の
広

域
協
定
が
確
立
さ
れ
た

こ
と
か
ら
個
別
自
治
体

間
で
の
相
互
応
援
協
定

を
見
送
る
判
断
を
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

姉
妹
・
友
好
都
市
は

観
光
や
教
育
、
防
災
も

含
め
て
、
様
々
な
効
果

や
幅
広
い
交
流
が
得
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
特
に
自
然
災
害
の

脅
威
は
、
10
年
前
と
現

在
で
は
そ
の
規
模
も
頻

度
も
大
き
く
違
う
と
感

じ
る
。
今
後
は
、
改
め

て
防
災
対
応
も
含
め
た
、

姉
妹
・
友
好
都
市
の
提

携
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

新
井
町
政
の
２
期
目

新
井
町
政
の
２
期
目

に
実
現
し
て
い
き
た
い

こ
と
は
。

町
長

ま
ず
は
感
染
症
対
策

に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。
そ
の
上
で
、
町

民
み
ん
な
で
つ
く
っ
た

姉妹・友好都市の提携を
提携に向けた取り組みを進めていく

いざというときのための姉妹・友好都市の提携を

真価の問われる新井町政の２期目

合
あい

川
かわ

�泰
たい じ

治�議員

録画配信
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一 問質般

録画配信

水
害
で
の
支
援
体
制
は

水
害
が
発
生
し
た
場

合
、
避
難
行
動
要
支
援

者
（
介
助
の
必
要
な
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
乳

幼
児
な
ど
）
の
名
簿
は
、

避
難
行
動
に
活
か
す
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
介
護
課
長

自
主
防
災
会
で
は
、

ど
の
よ
う
に
支
援
計
画

を
作
っ
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い
な
ど
の
意
見

が
多
く
あ
り
、
今
後
は

制
度
の
説
明
や
目
的
、

作
成
方
法
な
ど
の
周
知

を
図
る
よ
う
に
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
減
免
は

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
、

収
入
が
減
少
し
て
い
る

町
民
の
暮
ら
し
を
支
援

す
る
た
め
、
国
民
健
康

保
険
税
と
介
護
保
険
料

の
減
免
状
況
は
。

健
康
介
護
課
長

昨
年
度
の
国
保
税
の

減
免
は
、
48
人
の
被
保

険
者
に
対
し
て
計
７
２

７
万
円
。
ま
た
、
介
護

保
険
料
で
は
、
12
人
に

対
し
て
計
51
万
円
の
減

免
を
行
っ
た
。
今
年
度

も
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
た
い
。

夏
休
み
が
終
わ
り
、

子
供
た
ち
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
を
ど
う
防
ぐ
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

町
外
か
ら
宮
代
町
へ

勤
務
し
て
い
る
小
中
学

校
の
教
諭
が
「
ま
だ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て

い
な
い
の
で
、
子
供
た

ち
へ
の
感
染
が
心
配
」

と
い
う
声
が
あ
る
が
対

応
は
。

町
長

保
育
士
や
幼
稚
園
の

先
生
、
小
中
学
校
の
教

職
員
に
対
し
て
は
、
町

内
・
町
外
分
け
隔
て
な

く
接
種
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
準
備
は

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
感

染
※
の
こ
と
を
考
え
、
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
準
備
は
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。

健
康
介
護
課
長

仮
に
接
種
す
る
と

な
っ
た
場
合
、こ
れ
ま

で
の
経
過
を
踏
ま
え
て
、

接
種
体
制
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

水害での支援は避難行動が重要

町外から通っている小中学校の教職員に
早くワクチン接種を

丸
がん

藤
どう

�栄
えい

一
いち

�議員

町
外
か
ら
勤
務
し
て
い
る
教
諭
へ
の
接
種
を

先
生
方
に
接
種
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る

※�ブレイクスルー感染とは ２回ワクチンを接種した患者が、
予防されずに再び感染してしまうこと。13 2021年（令和３年）９月定例議会



教
育
推
進
課
長

答
申
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
役
場
の
関
係
課

と
課
題
の
整
備
、
意
見

交
換
を
行
い
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
必
要
に
応

じ
て
議
会
と
意
見
交
換

の
場
を
設
け
て
い
く
。

小
中
学
校
の

適
正
配
置
の
答
申

宮
代
町
立
小
中
学
校

の
適
正
配
置
及
び
通
学

区
域
の
編
成
等
に
関
す

る
審
議
会
の
答
申
の
骨

子
は
、
妥
当
と
の
報
告

で
あ
る
。
議
会
に
お
い

て
議
論
す
る
場
を
設
け

る
べ
き
で
あ
る
。

東
武
動
物
公
園
駅
西

口
に
、
町
民
の
要
望
が

強
い
総
合
病
院
の
誘
致

は
諦
め
ず
、
継
続
的
に

運
動
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
が
。

健
康
介
護
課
長

県
の
第
７
次
地
域
保

健
医
療
計
画
で
は
、
継

続
協
議
か
ら
除
外
す
る

決
定
が
さ
れ
て
い
る
。

病
院
の
整
備
は
、
県

が
定
め
て
い
る
基
準
病

床
数
と
い
う
一
定
の
制

約
が
あ
る
中
で
、
令
和

２
年
10
月
に
地
域
医
療

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
庁
内
に
設
置

し
た
。

事
業
主
体
と
期
待
さ

れ
る
東
武
鉄
道
と
の
協

議
を
通
じ
て
次
期
第
８

次
地
域
保
健
医
療
計
画

に
働
き
か
け
を
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
廃
止
し
た
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

副
町
長
・
町
長

今
後
は
第
８
次
地
域

保
健
医
療
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
決
し
て

誘
致
を
諦
め
て
い
な
い
。

地
域
医
療
感
染
症
対

策
担
当
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、

引
き
続
き
し
っ
か
り
と

や
っ
て
い
き
た
い
。

総合病院の誘致を
積極的に誘致をしていく

総合病院の誘致は諦めず取り組むべき

中学校は３校から１校へ再編・統合の答申

小
お が わ ら

河原�正
ただし

�議員

録画配信
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一 問質般

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

10
代
の
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
に
よ
る
活
躍
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が

あ
っ
た
。
本
町
に
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

教
育
推
進
課
長

は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代

の
調
整
池
で
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
の
利
用
が
可
能
。

ま
た
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス

ケ
ー
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

バ
イ
ク
な
ど
の
利
用
も

で
き
る
。

送
し
た
。
反
省
点
は
内

部
的
に
は
問
い
合
わ
せ

の
対
応
な
ど
。

ス
マ
ホ
決
済

ポ
イ
ン
ト
付
与

新
規
加
盟
店
の
件
数

と
決
済
率
が
良
か
っ
た

の
は
ど
の
業
種
か
。

産
業
観
光
課
長

新
規
加
盟
店
の
件
数

は
61
店
舗
で
既
存
加
盟

店
の
72
店
舗
と
合
わ
せ

て
１
３
３
店
舗
、
増
加

率
は
約
85
％
。
決
済
率

の
上
位
は
、
小
売
業
、

飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
順
と
な
る
。

宮
代
町
で
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
て
い
る
要
因
は
。

健
康
介
護
課
長

い
ち
早
く
接
種
の
体

制
を
決
め
、
整
え
ら
れ

た
こ
と
、
次
に
接
種
会

場
の
確
保
が
で
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
医
師
や
看

護
師
と
い
っ
た
医
療
資

源
を
早
い
段
階
で
準
備

で
き
た
こ
と
、
ワ
ク
チ

ン
の
配
送
量
に
応
じ
た

会
場
運
営
が
で
き
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

接
客
事
業
者
へ
の

補
助
金

申
請
し
た
割
合
や
周

知
方
法
と
反
省
点
は
。

産
業
観
光
課
長

申
請
期
限
を
９
月
末

ま
で
に
延
長
し
、
昨
年

申
請
分
と
合
わ
せ
た
申

請
件
数
が
１
７
３
件
、

約
17
・
３
％
。
周
知
に

つ
い
て
は
、町
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

商
工
会
が
把
握
し
て
い

る
事
業
者
に
す
べ
て
郵

空気清浄機、サーキュレーター、アクリル板などの補助金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

８
月
末
に
は
1
回
目
の
接
種
率
は
約
70
％
以
上

スマホキャッシュレス決済
ポイント付与キャンペーン

録画配信

土
つち

渕
ぶち

�保
やす み

美�議員
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ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

白
岡
市
か
ら
宮
代
町

に
向
か
う
場
合
、
白
岡

側
の
道
路
幅
員
が
広
く

境
界
の
橋
が
狭
い
道
路

形
状
で
あ
る
。
見
通
し

が
悪
い
場
所
で
は
な
い

た
め
、
譲
り
合
っ
て
通

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

歩
行
者
が
少
な
く
、
短

期
的
整
備
は
困
難
で

あ
る
。

と
協
議
を
し
て
い
る
。

早
期
の
整
備
実
現
の
た

め
、
県
と
連
携
・
協
力

し
て
い
る
。

町
道
61
号
線
の
改
善
を

須
賀
中
・
須
賀
小
か

ら
白
岡
市
の
爪つ

め

田た

ケが

谷や

に
続
く
道
路
で
歩
道
も

な
く
、白
岡
市
と
の
境
に

あ
る
橋
が
狭
く
危
険
で

あ
り
、
整
備
を
求
め
る
。

学
校
で
児
童
、
生
徒

全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
る
。
通
信

料
の
負
担
な
ど
経
済
的

に
困
難
な
児
童
、
生
徒

の
家
庭
に
も
支
援
を
求

め
る
。
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
設

備
を
避
難
所
で
あ
る
公

民
館
、
集
会
所
に
設
置

の
考
え
は
。

教
育
推
進
課
長

多
様
な
通
信
手
段
を

確
保
す
る
必
要
性
は
高

い
。
希
望
す
る
集
会
所

に
は
、
整
備
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

接
続
で
き
な
い
児
童
、

生
徒
家
庭
に
は
、
支
援

策
の
検
討
を
進
め
る
。

電
気
代
の
補
助
を

電
気
代
節
約
の
た
め

に
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

た
め
ら
う
生
活
困
窮
家

庭
が
あ
る
。
熱
中
症
予

防
対
策
と
し
て
、
電
気

代
補
助
を
求
め
る
。

福
祉
課
長

ま
ず
は
食
事
・
食
材

の
提
供
を
行
い
、
生
活

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

郵
便
局
前
の
歩
道
整
備

宮
代
郵
便
局
前
の
歩

道
整
備
に
つ
い
て
進 

ち
ょ
く
状
況
と
説
明
を
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

地
域
住
民
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
郵
便
局

公民館・集会所にWi-Fi の設置を
環境整備の必要性は今後も高まる

どこでも通信、インターネット社会

町道第 61 号線の改善と橋の拡幅を

録画配信

山
やま

下
した

�秋
あき お

夫�議員
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一 問質般

録画配信

塚
つか

村
むら

�香
かお り

織�議員

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
※
や
様
々

な
少
数
派
の
味
方
（
A

Ｌ
Ｌ
Y
）
で
あ
る
と
い

う
感
覚
は
行
政
職
員
に

は
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長

住
民
や
職
員
を
対
象

と
し
た
研
修
で
、
差
別

や
偏
見
を
な
く
し
理
解

者
、
支
援
者
と
し
て
対

は
慎
重
に
進
め
る
。　

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

高
齢
者
困
り
ご
と
サ

ポ
ー
ト
隊
事
業
の
進
捗

ち
ょ
く

状
況
は
。

健
康
介
護
課
長

現
在
、
助
け
合
い
活

動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

取
り
組
ん
で
い
る
町
民

の
方
の
状
況
を
把
握
し
、

今
後
は
担
い
手
の
発
掘
、

育
成
を
進
め
て
い
く
。

自
治
会
運
営
サ
ポ
ー

ト
へ
の
考
え
は
。

町
民
生
活
課
長

地
域
振
興
担
当
が
窓

口
で
各
区
長
の
相
談
を

受
け
て
い
る
。
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
令
和
5
年
度
に
モ
デ

ル
地
区
で
開
設
す
る
。

ど
こ
へ
相
談
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
相
談
の
対
応
は
。

総
務
課
長

総
合
窓
口
は
な
い
が
、

ど
の
職
員
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
積
極
的
な
声

が
け
を
し
て
い
る
。

職員名札のレインボーカラーバッチは
理解者のしるし

町民ボランティアによる助け合い（国納保育園の扉修理）

応
で
き
る
よ
う
人
権
意

識
の
向
上
に
努
め
て
い

る
。学

校
に
お
け
る
児
童

生
徒
、
保
護
者
へ
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
正
し
い
知

識
の
啓
発
活
動
は
。

教
育
長

道
徳
な
ど
の
時
間
に

授
業
で
取
り
扱
い
、
保

護
者
へ
は
学
年
だ
よ
り

を
通
し
て
発
信
す
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
児
童

生
徒
へ
の
制
服
、
ト
イ

レ
や
着
替
え
な
ど
の
配

慮
に
つ
い
て
の
教
職
員

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

教
育
長

現
在
教
職
員
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
研
修
は

な
い
が
、
個
別
に
対
応

し
て
い
る
。
性
差
を
な

く
す
た
め
の
制
服
導
入

多
様
性
の
尊
重
・
共
生
を
推
進
す
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
環
境
整
備
は

※�ＬＧＢＴＱとは 身体的性などの要素について少数派で
ある性的マイノリティの総称17 2021年（令和３年）９月定例議会



�泉
いずみ

�伸
しん

一
いち

郎
ろう

�議員

東
小
新
校
舎
工
事

東
小
学
校
の
校
舎
増

築
工
事
の
進
捗
は
。

教
育
推
進
課
長

現
在
、
準
備
工
事
が

完
了
し
、
基
礎
工
事
に

着
手
し
て
い
る
。
鉄
骨

の
組
立
作
業
な
ど
、
計

画
に
基
づ
き
工
事
を
進

め
、
来
年
２
月
の
完
成

を
め
ざ
し
て
い
る
。

福
祉
課
長

社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
て
、
福
祉
推
進

員
の
制
度
づ
く
り
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
立
ち
上
げ
訓
練

の
実
施
、
福
祉
団
体
や

活
動
団
体
と
の
交
流
会

の
開
催
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
宮
代
版

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
策
強
化

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

捗ち
ょ
く状

況
は
。

健
康
介
護
課
長

３
密
の
回
避
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
手
洗
い
の

徹
底
を
さ
ら
に
周
知
、

徹
底
し
て
い
く
。
ま
た
、

人
流
抑
制
の
た
め
東
武

動
物
公
園
駅
上
で
感
染

拡
大
防
止
の
啓
発
活
動

を
行
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
は
９
月
末
に
は

対
象
と
な
る
町
民
の
う

ち
約
７
割
が
２
回
目
の

接
種
を
終
え
ら
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

地
域
気
象
防
災
支
援

町
と
地
元
気
象
台
と

の
連
携
状
況
は
。

町
民
生
活
課
長

地
元
気
象
台
の
熊
谷

地
方
気
象
台
防
災
情
報

係
か
ら
毎
日
、
朝
･
昼

の
２
回
、
防
災
気
象

メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く

る
。
台
風
接
近
な
ど
の

場
合
に
は
、
概
ね
３
日

間
の
台
風
進
路
、
雨
、

風
の
防
災
事
項
、
３
時

間
ご
と
の
警
報
、
注
意

報
予
想
な
ど
の
情
報
を

得
て
い
る
。

す
て
っ
ぷ
宮
代

す
て
っ
ぷ
宮
代
の
新

た
な
福
祉
拠
点
と
し
て

の
事
業
の
進
捗
は
。

新型コロナウイルス対策とワクチン接種
予防対策の強化と更なる接種の推進を図る

新型コロナウイルスワクチンの個別接種会場の「六花」

録画配信

新たな福祉の拠点づくりがスタートした「すてっぷ宮代」

18みやしろ議会だより No.120



一 問質般

で
提
案
し
て
い
る
。

循
環
バ
ス
相
互
乗
入

相
互
乗
入
は
、
和
戸

横
町
地
区
工
業
団
地
完

成
を
見
据
え
て
、
関
係

機
関
と
の
調
整
は
。

企
画
財
政
課
長

工
業
団
地
は
ど
の
駅

か
ら
も
遠
く
、
交
通
手

段
と
し
て
ハ
ブ
駅
か
ら

の
送
迎
が
必
要
に
な
る
。

今
後
、
久
喜
駅
や
東
武

動
物
公
園
駅
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
方
法
を
関
係
機

関
と
協
議
調
整
を
行
い
、

検
討
し
た
い
。

金
を
受
け
て
の
事
業
実

施
は
困
難
で
全
額
町
負

担
、
か
つ
島
型
の
和
戸

駅
特
殊
事
情
か
ら
駅
舎

改
修
に
加
え
、
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
抜
本
改
修
費

用
も
必
要
で
町
負
担
は

極
め
て
難
し
い
状
況
。

解
決
に
向
け
、
①
駅

周
辺
活
性
化
事
業
と
絡

め
た
都
市
計
画
事
業
の

検
討
②
現
在
の
地
下
通

路
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
通

路
の
西
側
延
伸
と
パ
ス

モ
の
設
置
③
東
西
口
に

係
る
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
新
設
案
な

ど
東
武
鉄
道
と
の
協
議

和
戸
駅
西
口
、
負
の

遺
産
、
残
土
の
山
の
調

査
は
す
で
に
終
っ
て
お

り
決
断
の
段
階
だ
。
解

決
に
向
け
財
産
管
理
人

選
定
手
続
き
を
い
つ
ま

で
に
着
手
す
る
の
か
。

町
長

法
的
手
続
き
は
今
年

度
中
に
き
ち
ん
と
着
手

し
て
い
き
た
い
。

和
戸
駅
西
口
開
設

和
戸
駅
西
口
開
設
問

題
の
現
状
と
解
決
に
向

け
て
町
民
に
説
明
を
。

町
長

和
戸
駅
西
側
地
区
を

都
市
計
画
事
業
と
し
て

面
的
に
整
備
し
、
そ
こ

に
ロ
ー
タ
リ
ー
や
道
路

整
備
を
セ
ッ
ト
し
東
西

貫
通
通
路
、
橋
上
改
札

化
す
る
手
法
が
最
適
と

い
う
提
案
を
東
武
鉄
道

か
ら
も
ら
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
在
、
県
は

住
居
系
市
街
化
区
域
の

編
入
は
認
め
て
い
な
い

た
め
、
国
・
県
の
補
助

乗換停留所「沖
おき

の後
しろ

」いつになる相互乗入れ

放置され 20 年　解決待たれる残土の山

西
にし

村
むら

�茂
しげ

久
ひさ

�議員

和
戸
駅
西
口
残
土
の
山
解
決
の
手
続
き
開
始
を

今
年
度
中
に
着
手
し
て
い
き
た
い

録画配信
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⻆
かど

野
の

�由
ゆ き こ

紀子�議員

判
断
す
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
を
。

企
画
財
政
課
長

第
５
次
宮
代
町
総
合

計
画
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
こ
と
な
ど
踏
ま

え
、
本
格
的
な
活
用
を

進
め
る
。
早
期
に
体
制

を
整
え
た
い
。

災
害
時
、
避
難
所
の

混
雑
状
況
を
可
視
化
す

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

町
民
生
活
課
長

ア
プ
リ
事
業
者
と
の

協
定
に
よ
っ
て
始
め
ら

れ
、
予
算
を
必
要
と
し

な
い
の
で
、
速
や
か
に

導
入
し
て
い
く
。

福
祉
避
難
所
は
、
一

般
の
避
難
所
と
同
時
期

に
開
設
す
べ
き
も
の
と

な
っ
た
。「
す
て
っ
ぷ

宮
代
」
を
ど
う
す
る
か
。

福
祉
課
長

移
転
し
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
で
、
ま
だ
福

祉
避
難
所
と
な
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
、
避
難

所
と
し
て
検
討
し
た
い
。

３
歳
児
視
力
検
査
に

専
用
機
器
の
導
入
を

弱
視
は
早
期
発
見

し
、
適
切
に
治
療
に
つ

な
げ
れ
ば
正
常
な
視
力

を
獲
得
で
き
る
。
専
用

機
器
で
検
査
実
施
を
。

健
康
介
護
課
長

町
は
ラ
ン
ド
ル
ト
環
※

に
よ
っ
て
検
査
し
て
い

る
が
、
屈
折
検
査
法
の

検
査
機
器
の
導
入
を
進

め
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
対
策

八や
ち

街ま
た

市
で
の
通
学
路

の
痛
ま
し
い
事
故
を
受

け
、
通
学
路
点
検
、
改

善
要
望
は
ど
う
す
る
か
。

教
育
推
進
課
長
　

各
小
中
学
校
と
も
4

月
、
5
月
の
点
検
の
ほ

か
、
7
月
に
入
っ
て
改

め
て
点
検
し
、「
宮
代

町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
」
に
32
か
所
の
改
善

要
望
を
提
出
し
た
。

通
学
路
を
検
討
す
る

に
は
、
ハ
ー
ド
の
部
分

を
含
め
て
考
え
、
学
校

長
は
保
護
者
や
い
ろ
い

ろ
な
方
の
意
見
を
聞
き

避難所の混雑状況、リアルタイムで配信を
できるだけ早く導入したい

スマホで避難所の混雑状況がわかります

毎朝の通学風景（信号待ち）　笠原小

録画配信

※�ランドルト環とは 上下左右のうち１か所が欠けた環状で、
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一 問質般

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

る
よ
う
指
示
を
し
、
職

場
全
体
で
親
切
か
つ
丁

寧
な
対
応
に
繋
が
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

適
正
配
置
計
画

中
学
校
１
校
か
２
校
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長

「
子
ど
も
た
ち
に
最

高
の
教
育
環
境
を
提

供
」
と
の
決
意
、
熟
考

を
重
ね
て
い
く
。

さ
ん
。
他
地
域
と
の
バ

ラ
ン
ス
で
不
公
平
と
な

ら
な
い
か
問
題
。
今
ま

で
ど
お
り
負
担
し
て
も

ら
う
の
が
現
実
的
な
選

択
肢
で
あ
る
と
判
断
。

電
話
対
応
・
窓
口
対
応

町
民
の
不
満
の
声
を

耳
に
す
る
。
研
修
の
即

実
行
の
必
要
性
を
感
じ

る
。
町
長
の
考
え
は
。

総
務
課
長

管
理
職
な
ど
を
中
心

に
接
遇
や
対
応
の
際
の

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
ま

だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
。

町
の
取
り
組
み
で
過
ご

し
や
す
く
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
普
及
啓
発
の

強
化
が
必
要
。
複
数
箇

所
で
の
配
布
な
ど
望
む

が
い
か
が
か
。

福
祉
課
長

埼
玉
県
と
町
が
連
携

し
、
平
成
30
年
７
月
か

ら
導
入
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
庁
舎
内
に
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
普
及
を
図

る
た
め
、
町
職
員
に
も

周
知
を
行
い
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援

課
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
に
も
配
布
を
し
て

速
や
か
に
対
応
す
る
。

循
環
バ
ス
の

料
金
割
引
制
度

３
月
議
会
で
総
合
運

動
公
園「
ぐ
る
る
宮
代
」

⇔

久
喜
駅
東
口
間
の
料

金
割
引
制
度
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
対
応
は
素

早
く
検
討
と
の
答
弁
だ

が
、
結
果
は
。

企
画
財
政
課
長

久
喜
市
の
循
環
バ
ス

を
利
用
す
る
の
は
桃
山

台
、
沖
の
山
地
区
の
皆

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
啓
発
へ
配
布
窓
口
の
増
を

町
職
員
に
周
知
、
子
育
て
支
援
課
な
ど
窓
口
増

録画配信

住んで良かったと思えるよう取り組むのが町の責任

町の広報紙に掲載し啓発を
安心して暮らせる町に

九
まる

山
やま

�妙
たえ こ

子�議員
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録画配信

一 問質般

川
かわの

野�武
たけ し

志�議員

号
を
暫
定
的
に
設
置
す

る
考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

整
備
に
向
け
て
一
定

の
用
地
が
確
保
で
き
た

段
階
で
、
杉
戸
県
土
整

備
事
務
所
に
町
の
考
え

を
説
明
し
、
合
意
形
成

を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

組
み
に
つ
い
て
、
先
進

事
例
を
調
査
・
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

万
願
寺
橋
通
り
線
と

須
賀
上
交
差
点

交
差
点
付
近
の
用
地

買
収
を
先
行
実
施
し
、

右
折
帯
や
右
折
矢
印
信

和
戸
踏
切
「
立
体
交

差
・
人
道
橋
」
の
取
り

組
み
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

県
で
は
、
立
体
交
差

化
の
実
現
に
向
け
、
国

に
事
業
認
可
に
向
け
た

手
続
き
を
進
め
、
ま
ず

は
和
戸
交
差
点
の
右
折

帯
設
置
に
向
け
た
用
地

買
収
、
人
道
橋
の
設
置

場
所
も
本
年
度
中
に
確

定
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

和
戸
駅
周
辺
の
土
地

利
用
検
討
エ
リ
ア

検
討
エ
リ
ア
に
、
西

粂
原
鎌か

ま

塚つ
か

谷や

に
広
が
る

農
地
を
加
え
「
定
住
促

進
」「
文
教
誘
導
」「
産

業
誘
導
」
各
ゾ
ー
ン
に

分
け
て
、
方
向
性
を
明

確
化
す
べ
き
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

原
則
、
除
外
が
で
き

な
い
地
域
、
財
政
面
や

地
権
者
の
合
意
形
成
な

ど
課
題
も
多
く
、
整
備

実
現
は
民
間
企
業
と
の

連
携
や
協
力
も
重
要
な

カ
ギ
に
な
る
と
考
え
る
。

定
住
促
進
対
策

空
き
家
な
ど
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組

み
の
支
援
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

空
き
家
な
ど
を
購
入
、

リ
フ
ォ
ー
ム
、
賃
貸
す

る
場
合
に
補
助
金
を
交

付
す
る
な
ど
、
民
間
事

業
者
を
支
援
す
る
取
り

踏切立体交差、分断されるコミュニティは
地域住民に丁寧な説明と合意形成が必要

踏切閉鎖により心配される地域コミュニティ

和戸駅周辺検討エリアのイメージ図
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意見書 ・ 人事 
〈意見書はすべて全会一致で可決〉

人
　
事

町
教
育
委
員
に

深
井�

美み

智ち

子こ

氏
を
任
命

　

町
教
育
委
員
に
深
井
美
智
子
氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
可
否
同
数
、
議
長

裁
決
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

稲
山�

貞さ
だ

幸ゆ
き

氏
を
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
に
稲
山
貞
幸
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

出
産
に
か
か
る
費
用
は

年
々
増
加
し
て
、
費
用
が

高
い
都
市
部
な
ど
で
は
現

在
の
42
万
円
の
出
産
育
児

金
の
支
給
額
で
は
ま
か
な

え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

国
は
、
医
療
機
関
か
ら

出
産
費
用
の
詳
し
い
デ
ー

タ
を
収
集
し
、
実
態
を
把

握
し
た
う
え
で
増
額
に
向

け
て
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
供
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
た
め
に
は
、
き
め
細
か

な
支
援
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
現
在

の
負
担
に
見
合
う
形
に
出

産
育
児
一
時
金
を
引
き
上

げ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま

す
。�

（
要
旨
）

出産育児一時金の増額を求める意見書

建
設
現
場
で
資
材
に
含

ま
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石

綿
）
を
吸
い
込
み
健
康
被

害
を
受
け
た
各
地
の
元
建

設
労
働
者
や
遺
族
が
提
訴

し
た
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
」
で
最
高
裁
は
今
年

の
５
月
、
国
と
建
材
メ
ー

カ
ー
の
責
任
を
認
め
る
判

決
を
出
し
ま
し
た
。

最
高
裁
は
、「
国
は
１

９
７
５
年
ま
で
に
は
ア
ス

ベ
ス
ト
の
危
険
性
を
認
識

し
て
い
た
」
と
し
て
国
に

違
法
性
が
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
ま
し
た
。

国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

国
会
で
成
立
し
た
特
定
石

綿
被
害
建
設
業
務
労
働
者

等
に
対
す
る
給
付
金
等
の

支
給
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
被
害
者
救
済
と
と

も
に
、
関
連
疾
患
の
医
療

体
制
の
整
備
や
治
療
法
の

研
究
開
発
な
ど
に
国
と
し

て
責
任
を
果
た
す
よ
う
強

く
要
望
し
ま
す
。�

（
要
旨
）

建設アスベスト被害者の早期救済を求める意見書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
は
、
甚
大
な

経
済
的
・
社
会
的
影
響
を

及
ぼ
し
、
国
民
生
活
へ
の

不
安
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
地
方
財
政
は

来
年
度
に
お
い
て
も
巨
額

の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ

な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

以
降
３
年
間
の
地
方
一
般

財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
地
方
財
政
計

画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い

よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を

確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
急
速
な
高
齢
化
に

伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費

が
増
大
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
他
の
地
方
歳
出

に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が

な
さ
れ
な
い
よ
う
、充
分
な

総
額
を
確
保
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
す
。�（
要
旨
）

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

新
議
員
決
ま
る

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

深
井�

義よ
し

秋あ
き

氏
が
当
選
し
ま
し
た
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［委 員 長］　金子　正志
［委　　員］　丸藤　栄一

［副委員長］　塚村　香織
［委　　員］　泉　伸一郎

広報委員

鈴す
ず

木き

　
好よ
し

昭あ
き

さ
ん
（
道
佛
）

昨
年
四
月
よ
り
道
仏
三
区
区
長
を
つ

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
中
止
と
な
り
、
行
事
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
、
ま
た
町
と
町
民
・
地
域
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
充
分
に
果
た
す
こ

と
は
で
き
ず
に
残
念
で
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
方
は
コ
ロ
ナ
禍
で

は
「
仕
方
な
い
よ
」
と
言
っ
て
下
さ
い
ま

す
。行

事
が
な
い
中
で
も
町
へ
の
提
出
物

な
ど
は
か
な
り
あ
り
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
の
で
す
が
、
タ
イ
ト
ル
の
変
更
や

類
似
し
て
い
る
書
類
が
あ
り
見
つ
け
る

の
が
大
変
で
し
た
。

年
々
区
長
や
役
員
の
選
出
が
高
齢
化

に
よ
り
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で
の
連
絡
、
書
類
の
受

付
を
専
用
に
出
来
る
デ
ジ
タ
ル
担
当
者

の
設
置
が
あ
れ
ば
、
現
役
で
仕
事
を
し
て

い
る
若
い
方
々
も
、
も
っ
と
気
楽
に
区
長

や
役
員
な
ど
を
負
担
な
く
出
来
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

広
報
の
配
布
、
防
災
訓
練
、
敬
老
会
、

そ
の
他
行
事
な
ど
も
町
役
場
の
方
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
仕
組
み

を
見
直
す
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

議  

案  

番  

号

議　　案
議　

決　

結　

果

日本
共産党

無
会
派

政策会議                  
かがやき

公明
党

令和
新風の会

議　

長2 人 １人 ３人 ２人 4 人
山
下　

秋
夫
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32 専決処分の承認を求めること 承
認○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

33 令和２年度一般会計歳入歳出決算の認定 認
定● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

34 令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認
定● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

35 令和２年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認
定● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

36 令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認
定● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

37 令和 2 年度水道事業会計利益の処分及び決算の認定 認
定● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

38 令和２年度下水道事業会計利益の処分及び決算の認定 認
定◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

39 宮代町税条例の一部を改正する条例 可
決● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

40 宮代町こども医療費支給に関する条
例の一部を改正する条例

可
決● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

41 宮代町重度心身障害者医療費支給に
関する条例の一部を改正する条例

可
決● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

42 宮代町手数料条例の一部を改正する
条例の一部を改正する条例

可
決● ● ○ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

43 宮代町家庭的保育事業等の設備及び運営の
基準に関する条例の一部を改正する条例

可
決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

44 指定管理者の指定（公設宮代福祉医療センタ−） 可決● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯
45 教育委員会の委員の任命につき同意を求めること 同

意● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯
46 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること 同

意◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
47 令和３年度一般会計補正予算（第４号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
48 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
49 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
50 令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
51 令和３年度水道事業会計補正予算（第１号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
52 令和３年度下水道事業会計補正予算（第１号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
53 令和３年度一般会計補正予算（第３号） 可決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
54 令和３年度一般会計補正予算（第５号） 可決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
55 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
56 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 可

決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −
意見書
第 3 号

出産育児一時金の増額を求める意見
書

可
決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

意見書
第 4 号

建設アスベスト被害者の早期救済を
求める意見書

可
決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

意見書
第 5 号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書

可
決◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議会を傍聴しませんか

議案に対する各議員の賛否

12 月議会の予定は

11月25日（木）午前10時開会
一般質問は 12月１日㈬・２日㈭・３日㈮
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の 声町民町民○賛成　●反対　可否同数の場合は議長裁決

再生紙を
使用して
います。

議会についての詳しい内容は、宮代町のホームページでも見られます。
https;//www.town.miyashiro.lg.jp

11月の町民と議員との議会懇談会は
コロナ禍により中止といたします。
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